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Abstract

　　The purpose of this study was to measure the organizational commitment of volunteers at a community 
sport program level and to explain the relationship between their motivation for the program and the will 
to continue. The research questionnaire was designed for and the data was collected from 242 volunteers 
of the Special Olympics Nippon. These volunteers provide sport programs in Japanese communities for 
individuals with mental retardation. 
　　First, the factor analysis was performed to identify the factor structure underlying the volunteer’s 
motivations for the program and the factor score was computed for the regression analysis. After this, the 
regression analysis was performed to explain relationships between their motivation for the program and 
organizational commitment toward the Special Olympics. The main results are as follows:
1)  Eight motivational factors were identified and named: (1) self-actualization, (2) support to athlete, (3) 
sports, (4) contribution to society, (5) support for the program, (6) reward, (7) recreation and (8) 
invitation.

2)  Volunteers who showed a high level score at “support to athlete” and “support to program” have a 
stronger commitment than others. Those volunteers who expressed the attitude that they expected 
rewards for their activities scored a minus in the organizational commitment.

3)  The motivation that was based on direct support and interest to the athlete determined the 
organizational commitment of male volunteers. The motivation that was based on self-actualization or 
concept of service obtained from supporting the athlete determined the commitment of the female 
volunteers.

4)  Female volunteers have a higher organizational commitment to the program than male volunteers as 
determined by various motivations for the program.

　　These results suggest that there could be a concern for the continuation of the volunteer in the 
organization and a concern for the sustainability of the organization.
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はじめに
　スポーツの多様化とともにスポーツの組織化が進む
今日、アスリートやプレイヤーとして「する」スポー
ツのみでなく、クラブ・団体や連盟、リーグ、イベン
ト運営等、「ささえる」スポーツの重要性が認識され
るようになってきた。このようなスポーツ場面（運営）
においては、従来、過去にそのスポーツ（種目）に関
わりの深かった人々が携わってきたが、これまでス
ポーツに関わりの薄かった人々も「ボランティア」と
して地域のクラブ・団体やイベントの運営等を支援す
る場面が多く見受けられ、新たなスポーツの享受（参
与）形態として確立されつつある。このスポーツ・ボ
ランティアは、地域におけるクラブや団体の活動を指
導者や運営スタッフとして日常的にサポートする活動
と、世界選手権大会のような国際大会や地域のスポー
ツ大会の運営をサポートする活動とに大別される。前
者はコミュニティ・ボランティア、後者はイベント・
ボランティアに分類され（笹川スポーツ財団，
1996）、国内の参加率は7.0％とも報告されている（笹
川スポーツ財団，2002）。
　これまでのスポーツ・ボランティアに関する研究は、
主にイベント・ボランティア（長ヶ原，1991；川西ら，
2001：2002；前田・川西，1997；松本，1992：1999：
2003；佐藤ら，1996；など）を対象としたものが多く、
日常において定期的に活動するコミュニティ・ボラン
ティアを対象としたものは少ない。
　地域のスポーツクラブや団体における人的資源とし
てのボランティアは重要な役割を担っている（松岡・
小笠原，2002）。 今日の地域でのスポーツ少年団やス
ポーツクラブ等では、既存クラブの７割が指導者や運
営スタッフが不足（クラブひょうご21，2002）との報
告にみられるように慢性的なボランティア不足にあ
り、ごく限られた数のスタッフでまかなわれている実
情がある。このような状況の中、組織の構成員たるボ
ランティアの不足や離脱は、組織活動の成否、ひいて
は組織の死活問題に発展する危険性をも孕んでいる。
これからの地域スポーツクラブにおいては、ボラン
ティア指導者の発掘・養成（山口，2003：Heine-
mann，2003：Koski，2003：Ibsen，2003）等、ボラ
ンティアスタッフの募集、活動継続、活躍（植田，

2002）が重要な課題となる。 
　このようなことからもスポーツ・ボランティアの必
要性や重要性が高まるにつれ、スポーツを支える活動
への参加促進や活動継続、離脱予防に関する知見の集
積が急務になることは明かである。
　安藤・広瀬（1999）は、社会的アイデンティティ理
論の視点から、ボランティア個人の組織に対する帰属
意識が強ければ組織にとどまり活動を続ける予測因と
して有効であることを報告している。その一方で、ボ
ランティア組織に対する帰属意識を強化する要因が少
ないことやボランティア組織の複雑さ等の課題を挙
げ、更なる研究知見の必要性を説いている。
　本研究では、スポーツ活動を組織的にサポートする
ボランティアの活動継続に影響を及ぼす要因として、
組織コミットメントに着目することにした。
　一般にコミットメントとは、特定の集団や社会規範、
目標などに対する内的な献身（社会学小辞典、1985）
として捉えられ、それらに対する同一性やロイヤル
ティなどの概念を包括するものである。組織コミット
メントとは特定の組織に対する個人の同一性や関与の
強さ（Mowday et al., 1982）とされ、メンバーの組
織からの離脱を予測する上で職務満足度よりも高い判
別力を持つ（Porter et al., 1974）ことが明らかにさ
れている。このような構成員の組織に対する同一性や
ロイヤルティを包括的に捉えようとする組織コミット
メントの概念をスポーツ集団に適用しようとする試み
もある（Cuskelly and Boag, 2001；Cuskelly et al., 
1998；Guskelly, 1995；Haggerty and Denomme, 
1991など）。これらの研究は、クラブマネジメントの
視点からスポーツクラブのメンバーのコミットメント
形成（Haggerty and Denomme, 1991）や、ボランティ
ア役員の離脱行動の予測因としての有効性を検証した
もの（Cuskelly and Boag, 2001）など、ボランティ
アやメンバーの継続といった課題を解決するための、
糸口を与え得るものである。
　本研究では、スポーツにおけるボランティアの活動
への参加動機や組織コミットメントを測定し、組織マ
ネジメントのための基礎資料を得るための調査を実施
した。特に、ボランティアの存在が組織的な活動を実
施するうえで重要となる障害者スポーツ団体のボラン
ティアを対象として、ボランティアの活動継続意欲と
の関連を検討したので報告したい。
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方　法
１．調査の対象

　本研究では、コミュニティ･ボランティアとして地
域に根ざして活動するスペシャルオリンピックス日本
のボランティア（以下、SOと略す）を対象とした。
SOの活動は、「アスリート」と呼ばれる知的発達障
害を持つ子どもや大人に、日常的なスポーツプログラ
ムを継続的に提供している。その運営は、原則的にボ
ランティアによってなされ、ボランティアの存在は
SOの活動と組織を維持していくためには必要不可欠
な存在である。なお SOの活動に係わるボランティア
は、交通費や昼食代などの実費等もすべて個人負担が
原則とされている。
　本調査は、2002年８月の SO夏季全国大会に参加し
た全国23地区の組織を対象集団とし、そこで定期的か
つ継続的に活動しているボランティアを対象に、2002
年８月から９月にかけて郵送法による質問紙調査を実
施した。
　配布数は550、回収数（率）は242（44.0％）であっ
た。

２．分析方法

　調査内容は、個人的属性、活動状況、組織コミット
メント、参加動機などの要因群によって構成されてい
る。組織コミットメントに関する項目は、Mowday 
et al.（1982）のOrganizational Commitment Ques-
tionnaire（OCQ）を邦訳し、SOに関するワーディン
グに修正して用いた。５段階のリッカートタイプ尺度
で測定されたOCQ項目（15項目）について、「まっ
たくあてはまらない」から「非常にあてはまる」まで
の５段階評定順にそれぞれ１から５の得点を与えて数
量化した。ただし、組織に対する否定的態度を表す６
項目については、得点を逆転させて数量化した。また
参加動機は、松本（1999）のボランティア動機30項目
を用いた。数量化には「まったくあてはまらない」か
ら「非常にあてはまる」までの５段階評定順にそれぞ
れ１から５の得点を与え、因子分析（主因子法、バリ
マックス回転）によって参加動機因子の抽出を行った。
そして、それぞれの関連性をみるために組織コミット
メントを従属変数、参加動機因子を独立変数としてス
テップワイズ法による重回帰分析を行い、組織コミッ
トメントを規定する参加動機因子を明らかにした。さ
らに、参加動機因子と組織コミットメントを独立変数、
活動継続意欲を従属変数としたステップワイズ法によ

る重回帰分析を行い、活動継続意欲への規定力を検証
した。

結果及び考察
１．サンプルの属性

　サンプルの属性を表１に示している。性別では男性
が50.4％、女性が49.6％とほぼ同数であった。年代別
にみると20歳代が26.6％、次いで50歳代（24.1％）、
40歳代（21.1％）と続き、全体としては40歳代以上の
中高年が半数以上を占めている。平均年齢は40.7歳で
あった。
　職業で最も多かったのは会社員（24.1%）で、以下
学生（18.3％）、公務員（14.9％）と続いている。最
終学歴では４年制大学卒が46.0％と半数近く、次いで
高校卒（28.9％）、短大・高専卒（11.7％）の順であっ
た。また、１ヶ月あたりの小遣い額では４万円以上と
回答した者が最も多く（26.9％）、３万円以上の者と
合わせると半数以上を占めていることがわかる。それ
に対してボランティアに係る一ヶ月あたりの自己負担
は1,000円から3,000円程度と回答した者がほぼ半数で
あった。
　活動場所への所要時間は概ね１時間以内であり、活
動の継続期間は３年未満と回答した者が半数を超え
た。また６割近くの者が身近に障害者がいると回答し
ている。

２．ボランティア参加動機

　参加動機に関する30項目に因子分析を施し、参加動
機を構成する因子を抽出した。その結果８つの因子が
抽出されたが、因子負荷量が0.4に満たない４項目を
オミットして26項目で再度因子の抽出を行った。その
結果、固有値が１以上の８因子が抽出された。これら
８因子による累積寄与率は58.7% で、全分散の約６
割を説明する結果となった（表２）。
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表１　サンプルの属性

ｎ ％ ｎ ％
性別 最終学歴
　男性 122 50.4 　中学校 7 2.9
　女性 120 49.6 　高校 69 28.5

　専門学校 18 7.4
年齢 　短大･高専 28 11.6
　10歳代 18 7.4 　大学 110 45.5
　20歳代 64 26.4 　大学院 7 2.9
　30歳代 21 8.7 　N.A. 3 1.2
　40歳代 51 21.1
　50歳代 58 24.0 身近な障害者
　60歳代以上 29 12.0 　家族 34 14.0
　平均 40.7歳 　親族 28 11.6

　友人･知人 74 30.6
婚姻状況 　知らない人だがよく見かける 24 9.9
　未婚 106 43.8 　たまに見かける 35 14.5
　既婚 135 55.8 　いない 44 18.2
　N.A. 1 0.4 　N.A. 3 1.2

小遣い（月額） 活動場所までの所要時間
　５千円未満 7 2.9 　15分以内 46 19.0
　５千－１万円未満 14 7.0 　15－30分 88 36.4
　１－２万円未満 47 19.4 　31－45分 37 15.3
　２－３万円未満 37 15.3 　46－60分 42 17.4
　３－４万円未満 63 26.0 　１時間－１時間30分 20 8.3
　４万円以上 65 26.9 　１時間31分－２時間 5 2.1

　２時間以上 3 1.2

職業 自己負担額（月当たり）
　会社員 58 24.0 　なし 33 13.6
　団体職員 15 6.2 　千円程度 50 20.7
　公務員 36 14.9 　３千円程度 74 30.6
　自営業 19 7.9 　５千円程度 29 12.0
　主婦 23 9.5 　５千円－１万円 22 9.1
　学生 44 18.2 　１万円以上 10 4.1
　パート・アルバイト 23 9.5 　N.A. 24 9.9
　無職 13 5.4
　その他 10 4.1 活動期間
　N.A. 1 0.4 　１年未満 53 21.9

　１－２年 51 21.1
　２－３年 31 12.8
　３－４年 26 10.7
　４－５年 30 12.4
　５年以上 48 19.8
　N.A. 3 1.2
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表２　参加動機の因子分析結果

参加動機因子 累積寄与率 因子負荷量 Cronbach’s α
【自己実現】 11.9 0.862
新しい知識や経験を得たい 0.826
多くの人と出会いたい 0.786
社会的な視野を広げたい 0.640
自分自身が成長したい 0.549
ボランティア活動に興味がある 0.446
身につく技術や技能が得られる 0.429

【選手支援】 22.0 0.834
参加者（アスリート）に関心がある 0.798
参加者（アスリート）の活動を支援したい 0.720
障害者に関心がある 0.701
参加者（アスリート）と交流できる 0.644

【スポーツ】 30.5 0.725
スポーツに関心がある 0.832
スポーツ活動を支援したい 0.750
自分の知識や経験を生かしたい 0.455
余暇時間を有効に活用したい 0.420

【奉仕】 36.9 0.772
活動を通して社会の役に立ちたい 0.812
他の人の役に立ちたい 0.714

【プログラム支援】 42.8 0.751
イベント（プログラム）運営に役立ちたい 0.667
イベント（プログラム）を盛り上げたい 0.646
イベント（プログラム）に興味がある 0.494

【報酬】 48.7 0.633
記念品などがもらえる 0.647
何らかの報酬を得たい 0.568
他の人から認められたい 0.568

【気晴らし】 53.8 0.770
ストレス解消になる 0.803
気分転換になる 0.608

【依頼】 58.9 0.726
知人や友人に強く頼まれた 0.840
ＳＯから依頼された 0.649

　まず第１因子は、「新しい知識や経験を得たい」「多
くの人と出会いたい」「社会的な視野を広げたい」「自
分自身が成長したい」など、ボランティア活動を通し
て自分の経験や他者との出会い、社会的な視野を広げ、
活動者自身の人間的な成長を期待する因子と考えられ
る。よって「自己実現」とした。第2因子では、「参
加者（アスリート）に関心がある」「障害者に関心が
ある」「参加者（アスリート）の活動を支援したい」
といった競技への参加者に対する関心や支援を示す項
目によって構成されている。よって「選手支援」とし
た。続く第3因子は、「スポーツに関心がある」「自分
の知識や経験を生かしたい」というように、自己の持
つスポーツ経験や関心を核として参加者のスポーツ活
動を支援しようとする態度を示す因子と考え、「スポー
ツ」と命名した。第4因子を構成する項目は、いずれ

も社会や他者への貢献を表す動機である。よって「奉
仕」とした。第５因子は、「イベント（スポーツプロ
グラム）運営に役立ちたい」「イベント（スポーツプ
ログラム）を盛り上げたい」「イベント（スポーツプ
ログラム）に興味がある」と、いずれもイベントや
SOの中心的活動であるスポーツプログラムに対する
興味や関心を示す項目で構成されている。活動を支援
していく態度を示す因子と解釈し、「プログラム支援」
とした。第６因子は、「記念品がもらえる」「何らかの
報酬を得たい」「他の人から認められたい」というよ
うに、活動に対する見返りを期待する項目に高い因子
負荷量を示している。ボランティア活動を通して他者
からの承認や報酬を期待する態度を示していると解釈
し、「報酬」因子とした。第７因子は、「ストレス解消
になる」「気分転換になる」という、自分の気晴らし
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やレクリエーションの一つとしてボランティア活動を
捉えている。よって「気晴らし」と命名した。最後の
第８因子を構成する２項目は、いずれも他者から参加
を要請され他律的にボランティア活動に参加したこと
を示す因子である。よって「依頼」とした。
　ところで、今回抽出された因子の安定性を示すクロ
ンバックのα係数は、いずれも0.6以上の値を示して
おり、今回抽出された８因子は比較的安定した因子と
解釈できる。
　これらの結果から、コミュニティ・ボランティアの
活動への参加動機が多様な因子で構成されていること
が明らかとなった。松岡ら（2002）は非営利スポーツ
組織のボランティア参加動機を質的に分析し、「社交」
「学習経験」「個人的興味」「キャリア」「自己陶冶」「組
織的義務」「社会的義務」「スポーツ」の8要素を提示し、
Chelladurai（1999）や Clary et al（1998）らの先行
研究と整合性の検証を行っている。本結果もこれら構
成要素と内容的に合致するものでありその妥当性が確
認されたと言えよう。さらにスポーツイベントのボラ
ンティアを対象とした研究（松本，1999）においても
同様の因子が抽出され、両者の参加動機の構造に共通
する部分があることが示唆されている。
　ボランティアの参加動機は「愛他（利他）的動機」
と「個人（利己）的動機」に大きく二分（Henderson, 
1981）される。愛他的動機はボランティアの参加動機
で主要な因子とされるが、本研究では「選手支援」と
ともに、「自己実現」や「スポーツ」にみられるよう
な個人（利己）的動機が高い寄与率を占めている。こ
れはスポーツ活動を通して何らかの教示を得たいとい

表３．組織コミットメントの平均値

Mean S.D.
活動がうまくいくように周囲の期待以上の努力をしている 3.26 0.92
友人に SOの素晴らしさについて興味を持つように話す 3.72 0.99
SO への愛着心はほとんどない 4.31 0.86
SO の活動を継続するためにどんな役割でも引き受ける 3.15 0.90
自分と SOの価値観がとてもよく似ていると思う 3.51 0.91
SO のメンバーであることを他の人に話すことが誇りに感じる 3.74 0.96
SO より他のボランティア組織の方が活躍できる 3.88 0.89
SO はボランティアとしての能力を十分に引き出してくれる 3.50 0.83
SO を脱会しようと考えている 4.55 0.81
SO のメンバーになろうと決めたことをとてもうれしく思う 3.94 0.95
漠然と SOに尽くしていても得られることがあまりない 4.17 0.89
SO の活動方針にしばしば同意できないことがある 3.67 0.99
SO の将来が本当に気になる 3.42 1.07
SO はボランティアとして活動するための最適な団体だ 3.71 0.90
SO でボランティアを始めたことは明らかに私の誤りだ 3.30 1.60
組織コミットメント全体 3.72 0.47

Cronbach’s α =0.760

う欲求と、自らがもつ技術や知識をボランティア活動
という場において表出させたいというある種の自己顕
示欲の現れと捉えることができるだろう。さらに、他
律的な参加や、物的あるいは精神的な報酬を期待しつ
つ活動に取り組んでいる様子も浮き彫りにされている。

３．組織コミットメント

　組織コミットメント項目の平均値を、表３に示して
いる。組織に対して否定的な態度を示す６項目につい
ては、尺度を逆転させて数値化している。よって、い
ずれの項目も得点が高い（最高５点）ほど組織に対し
ての肯定的な態度を表しており、組織に対するコミッ
トが強いと解釈することができる。 
　それぞれの項目の平均値をみると、最も高い値を示
したのは SO活動からの離脱を表す項目（4.55）で、
SOにとどまり活動を継続しようという意思がみてと
れる。また、SOへの愛着心を表す項目も4.31という
高い値を示している。さらに、SOでの活動から多く
のことが得られたと強く感じている様子が窺える。全
項目の平均は3.72であり、サンプルの SOに対する組
織コミットメントは相対的に低くはないことが明らか
になった。組織コミットメントの測定には、否定的な
態度を示す６項目を除外して組織コミットメントとす
るショート・バージョンの設問が用いられるケースも
ある（Guskelly et al., 1998）。特に、尺度の信頼性係
数が著しく低い場合にそのような手法がとられるよう
であるが（Mowday et al., 1982）、本研究で用いた15
項目からなる組織コミットメントの信頼性係数は
0.760を示しており、15項目の合計得点を組織コミッ
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トメントとして扱うことは妥当と判断できる。
　次に、因子分析によって抽出された参加動機因子に
よる組織コミットメントの規定力を検証するため、組
織コミットメント項目の合成得点を従属変数とし、因
子分析によって抽出された「自己実現」「選手支援」「ス
ポーツ」「奉仕」「プログラム支援」「報酬」「気晴らし」
「依頼」の参加動機因子得点の平均値を独立変数とし
て、ステップワイズ法による重回帰分析を行った。重
回帰分析にあたっては独立変数相互間で高い相関を示
す多重共線性の問題に配慮する必要がある。本研究で
独立変数として扱う参加動機は、互いに独立した因子
を抽出することを目的とする因子分析によって算出さ
れた因子得点を用いているため、参加動機相互間での
相関は認められない。
　サンプル全体では、標準偏回帰係数（β）の値が最
も高かったのは「選手支援」（0.374）で、組織コミッ
トメントに対して最も強い影響を与えていることが分

かる。以下、「奉仕」（0.192）、「自己実現」（0.164）、
「プログラム支援」（0.147）、「報酬」（‒0.132）、「スポー
ツ」（0.112）の順であった。これらの参加動機因子と
組織コミットメントとの重相関係数（R）は0.531、
R２＝0.282を示している（表４）。一方、「気晴らし」「依
頼」の２因子はモデルから除外された。この結果から、
選手そのものに対する支援やスポーツを中心とした活
動プログラムをサポートしようとする態度が強い者ほ
ど、組織に対するコミットメントが強いと考えること
ができる。また、活動を通して報酬を得ようとする態
度は組織コミットメントに対してマイナスに作用する
様子が窺える。
　続いて男女別に同様の分析を行うと、男性では「選
手支援」のみがモデルに投入され（β＝0.494、R ＝
0.494、R２＝0.244）、この因子による規定力が大きい
（表５）。一方女性では、５つの因子がモデルに投入さ
れ、βの値が最も大きかったのは「奉仕」（0.321）で、
次いで「自己実現」（0.320）、「選手支援」（0.268）、「プ
ログラム支援」（0.234）「依頼」（‒0.212）の順であり、
R＝0.598、R２＝0.358を示した（表６）。すなわち、
男性の組織コミットメントを規定する参加動機として
は、プログラムへの貢献や自己実現というよりもむし
ろ、活動者である選手に対する直接的な支援や関心に
基づく動機であることが分かる。また、女性では選手
や活動に対する直接的な支援や関心というよりも、そ
れらを支援することから得られる、より大きな概念と
しての奉仕や自己実現といった参加動機によって組織
コミットメントが規定されており、他者からの依頼に
よる他律的な動機による参加は組織コミットメントに
対してマイナスに作用することが明らかになった。
　最後に活動継続意欲を従属変数として、参加動機と
組織コミットメントの規定力を見てみる。サンプル全
体の分析では、分析に投入されたのは組織コミットメ
ント（β＝0.560）と選手支援因子（β＝0.164）の２
つであった。重相関係数（R）の値は0.642で、規定
力を示す R２の値は0.412であった（表７）。こうして
みると、さまざまな参加動機によって規定される組織
コミットメントが、活動の継続意欲に対して強い規定
力を持っていることがわかる。つまり、従来の組織コ
ミットメント研究によって得られてきた、職務（活動）
からの離脱を予測する因子として組織コミットメント
の有効性を支持するものであるといえよう。
　さらに、男女別にみると男性では組織コミットメン
ト（β＝0.417）、選手支援因子（β＝0.277）、スポー
ツ因子（β＝0.145）、依頼因子（β＝‒0.147）の4つ

表４　 組織コミットメントと参加動機の重回帰分析結果

（全体　n＝236）

参加動機因子 β ｔ
選手支援 0.374 6.671** Ｒ＝0.531*
奉仕 0.192 3.427** Ｒ２＝0.282
自己実現 0.164 2.902**
プログラム支援 0.147 2.610*
報酬 ‒0.132 ‒2.358*
スポーツ 0.112 1.989*

*p ＜ .05　**p ＜ .005

表５　 組織コミットメントと参加動機の重回帰分析結果

（男性　n＝118）

参加動機因子 β ｔ

選手支援 0.494 6.121** Ｒ＝0.494*
Ｒ２＝0.244

**p ＜ .005

表６　 組織コミットメントと参加動機の重回帰分析結果

（女性　n＝118）

参加動機因子 β ｔ
奉仕 0.321 4.226** Ｒ＝0.597*
自己実現 0.320 4.188** Ｒ２＝0.358
選手支援 0.268 3.470**
プログラム支援 0.234 3.066**
依頼 ‒0.212 ‒2.772*

*p ＜ .05　**p ＜ .005
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の変数が投入され（表8）、重相関係数（R）は0.651
を示したのに対して、女性では投入された変数は組織
コミットメント（β＝0.684）のみで重相関係数（R）
は0.684であった（表９）。つまり、男性の活動継続意
欲は活動者自体に対する関心の強さや支援したいとい
う意欲、あるいは自己の経験に基づく自律的な参加動
機によって強く規定されているのに対して、女性の活
動継続意欲は、さまざまな参加動機によって規定され
た組織コミットメントによって強く影響を受けている
ことが明らかである。

結　　語
　本研究では知的発達障害者のスポーツ活動を支援す
るコミュニティ･ボランティアを対象として、その組
織コミットメントを測定し参加動機と活動継続意欲と
の関連について、ステップワイズ法による重回帰分析
を用いて検証してきた。主な結果は次のとおりである。
１）因子分析によって参加動機を構成する８因子を抽
出し、それぞれ「自己実現」「選手支援」「スポーツ」「社
会貢献」「プログラム支援」「報酬」「気晴らし」「依頼」
と命名した。
２）選手自体に対する支援やスポーツを中心とする活

動プログラムに対する支援的な参加動機が強い者ほ
ど、組織に対して強くコミットしている。また、活動
に対して見返りを期待するような態度は、組織コミッ
トメントにマイナスに作用する。
３）男性では活動者に対する直接的な支援や関心に基
づく参加動機が、女性においては活動者を支援するこ
とによって得られ、より大きな概念としての奉仕や自
己実現といった参加動機が組織コミットメントを規定
している。
４）さまざまな参加動機によって規定されている組織
コミットメントが、活動の継続意欲に対して影響を与
えており、それは男性よりも女性の方で顕著である。

　以上の結果から、活動への導入となる参加動機に
よって組織に対する同一性やロイヤルティの強さを示
す組織コミットメントが影響を受け、ひいては活動の
継続意欲に影響を及ぼしていることが明らかとなった。
このことはコミュニティ・ボランティアの活動継続と
いった個人的な問題のみならず、組織の存続といった
視点からも重要な示唆を得るものである。すなわち、
活動への参加動機に応じて適切な教育プログラムや活
動プログラムを計画することで、コミュニティ･ボラ
ンティアの組織コミットメントを強化することが可能
であり、組織運営のためのキーパーソンを発掘するた
めにも有効であると考えるからである。
　本研究では知的発達障害者のスポーツ活動を支える
団体のボランティアを対象にしたが、政策的に展開さ
れている総合型地域スポーツクラブをはじめとする地
域に根ざしたスポーツ組織運営にも資すると思われ
る。スポーツ活動を日常的に支えるコミュニティ･ボ
ランティアについての研究は、その重要性にも関わら
ずようやく緒についたところである。この種の研究の
蓄積が急務の課題と言えよう。
　
　本研究は、平成14‒15年度文部科学省科学研究費補
助金奨励研究Ｂ（課題番号14780020）による研究成果
の一部である。

表７　 組織コミットメント、参加動機と継続意欲の重

回帰分析結果（全体　n＝234）

β ｔ
組織コミットメント 0.560 10.206** Ｒ＝0.642*
選手支援 0.164 2.992** Ｒ２＝0.412

*p ＜ .05　**p ＜ .005

表９　 組織コミットメント、参加動機と継続意欲の重

回帰分析結果（女性　n＝117）

参加動機因子 β ｔ

組織コミットメント 0.684 10.057** Ｒ＝0.684**
Ｒ２＝0.468

*p ＜ .05　**p ＜ .005

表８　 組織コミットメント、参加動機と継続意欲の重

回帰分析結果（男性　n＝117）

β ｔ
組織コミットメント 0.417 5.007** Ｒ＝0.651*
選手支援 0.277 3.345** Ｒ２＝0.424
依頼 ‒0.147 ‒2.048**
スポーツ 0.145 1.996*

*p ＜ .05　**p ＜ .005
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